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⑰世界遺産講座 金曜 14:30～16:00 

  3/7 京 祇園祭の歴史 
奈良大学文学部史学科 教授 

河内将芳 

3/14 百舌鳥・古市古墳群登録５年を振り返る 
藤井寺市教育委員会 文化財保護課 

福田英人 

⑲スマート時代における情報の利活用 【阪南大学提携講座】 土曜 14:30～16:00 

3/1 
経済学から考える情報との付き合い方 

～ 騙されないために ～ 
阪南大学総合情報学部 教授 新堂精士 

㉑メディアがうつす私たちの社会 【四天王寺大学特別公開講座】 日曜 14:30～16:00 

3/2 中世羽曳野と南朝～壺井八幡宮文書調査報告をかねて 
四天王寺大学社会学部社会学科 講師  

田中誠 

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 3階 視聴覚室 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで  ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日1階市民大学カウンターにて支払い）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

受付 9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

 

はびきの市民大学のボランティアは活動内容により 4 つのグループに分かれています。 

・講座グループ → 講座がスムーズに進行するためのお手伝いをします。(講義室の設営・受付・撮影など) 

・記録グループ → 「はびきの市民大学 学生通信」を年 2回発行しています。 

・情報グループ → LIC はびきの 2 階学習情報室で、来訪者への対応やパンフレットの整理などを行います。 

・介助グループ → 安心して受講していただけるよう身体介助や託児が必要な方の介助や託児を行います。 

今回はその中から、記録グループの活動内容を紹介します。 

学 長 コ ラ ム  
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文章はしばらく寝かせておき、提出する段階になって見直すと、修正すべき

箇所が見渡せます。文章を書き始めた頃、あとで見直したとき、最初の段落を

捨てればマトモな文になることがよくありました。出だしはどうしても気が急

いて、大事なことを書いているつもりが、実は意識の先走りに過ぎず、最後に

少しだけ付け加えれば良くなることがしばしばありました。  

文章に上達する第一のテクニックは「削る」こと。それは自分の心の贅肉を

削ぎ落す作業につながります。田辺聖子のユーモア溢れる文章は一見、饒舌に

見えて、丹念に無駄が省かれているとわかります。   

文章修行も日頃の習慣のたまもので、機会があればマメに書いて、人に見て

もらうのがよいでしょう。自分では気づかぬことが他人には見えていることが

よくあるものです。 

書くにつれて自分を客観視できるようになるのが、文章を書く楽しみのひと

つです。 

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 
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はびきの市民大学情報誌

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号 LIC はびきの内 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

市民大学の講座の募集要項がでたら、どの

講座で記事を書きたいか、記録グループの

中で話し合い、担当を決めます。 

講座を受講し、記事を書きます。(各々自宅

で Word を使って書いています) 

↑ 

文字を入力できたら O.K 

 記事が集まったら、LIC はびきので記録グループメンバー

で編集会議をします。記事を読み、誤字脱字がないかなど

チェックします。自分が書いた記事をみんなでチェック…

というと、ドキドキすると思いますが、雑談もしながら楽

しく行っています。 

終わったら、記事のところにどんなイラストを入れてほし

いか、次回の担当ページを決めたりします。 

編集会議が終わったら、各自修正し校了(完成)！！となり

ます。 

 

 

「はびきの市民大学 学生通信」は年に 2 回、4 月と 10 月に発行いたし

ます。左が完成した学生通信です。どのように作成していくのか、見て

いきましょう。 

 

いかがでしたか。「文章を書くのは大変」、「書くのは好きだが、人に読んでもらうのは

ちょっと…」など思うところはあるかもしれませんが、気軽に参加してみませんか？ 

新しく執筆していただける方を募集しています！ 

 

はびきの市民大学のボランティアさんってどんな活動をしているの？ 
＜記録グループ編＞ 

 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのりの里「個人情報
保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させていただきます。 
３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 

(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 

完成した学生通信は羽曳野市内外の公共施設などで配架してもらっています。 

 

3月の聴講のご案内 

 
【第 66 回】 

学びたい講義を一つだけ、1日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 

お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

 


